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終末期薗噴出量の量製橋台臆肇齢鷲

、日：、！、！ノ1ニEI
‖

前章でもふれたように平野2号墳からは噂と棺の受台が出土しており、この2者の士製品を組

み合わせて楷海を構築して棺　柩　が埋葬されている可能性を指摘した。このような埋葬形態を

もつ古墳は、硯融狩り得た範囲では全国的に見ても同じ二上山麓に位置する平野2号壇と太阪府
2）

壕廻古墳出土線馳陶棺の2例を知るのみであり、これ以外に国内では類例はなく、実に特殊な棺

海であると言える。

以鼠　これらの二上山麓の終末期古墳から出土する　者の並製の棺海について比較砂検討を街
3）

づたが、その後の新しい知見　ふまえて本頁にて改めて検討することとする。

摘　堵週番噴出量繚職陶棺臆肇齢竃

①堵週番境の概要

二上山酋麓の磯長谷には向山古墳（用明陵）や山田高塚古墳（推古陵）をはじめ、上ノ山古墳

（孝徳陵）、上城古墳（聖徳太子墓）などの天皇の皇族級の墳墓が集中している。この磯長谷の古墳

群の南方の葛城山西麓にあたる太阪府南河内郡河南町平石には数基の古墳からなる平石古墳群が

分布している。

平石古墳群は、石川流域に沿う台地に向かって開析した狭い平石谷の南向きの丘陵傾斜面の中

腹に位置してお、約割～朝mの間隔をおいて商からシシヨツカ古墳、アカハゲ古墳、塚廻古

墳などの7世紀代の数基の終末期古墳が営まれている。

アカハゲ古墳の主体部は、花崗岩の切石で構築した横田式石廓で、漆塗籠棺の破片とガラス製
4）

扁平管玉をはじめ、褐劫関南硯等が出土している。

シシヨツカ古墳は、近年の調査で東西約34m、南北約26m、高さ約5mの三段築成の横長の方

墳であることが確認されている。主体部は、奥室◎前室◎羨道からなる横打式石廓で、須恵器の

帰属時期から従来の横田式右横の初現の年代観を大きく遡る6世紀後半の築造と推定されてい

る。横拇式石榔内からは、漆塗籠棺をはじめ、亀甲繋単鳳凰文銀象寵関頭太刀柄鼠銀装刀子、
5）

接甲赤札、金銅装馬具、銀製帯金具、金糸、銀糸、ガラス玉等の豪華で多彩な遺物が出土している。

塚廻古墳は、奥室と前鼠羨道で構成される横打式石廓で、全長7．65mを測る。奥室は、長さ

204mで、掛高さともに且。32mを測る。天井と側壁、床面は平滑に加工された花崗岩の切石をそ

れぞれ温石ずつ組み合わせて構築しており、奥壁の隅角部には白色の漆喰が施されている。

前室は、奥室よりも大きく、長さ約4．7m、幅⑳高さともに航吐息mを測る。表面を平滑に整形

した花崗岩の切石を3個ずつ布積みしており、床面には地山上に一辺3の～亜cm、厚さ3～5cmの

方形または長方形状に加工した奈良県宇陀郡室生相や榛原町で産出する通称「榛原石」の飯石を

二重に敷いている。奥室と前室との間には二上山西方に分布する安山岩を加工した高さ約且。5m、

幅約温・6m、厚さ25cmの方形板の扉石が任切石として寵め込まれた状態で検出されている。前室の
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先端部から羨道にかけては人頭大の石を多数積み上げて閉塞しており、閉塞石の間に木製の板扉
6）

を挟んで立てて石室内部を閉塞していた可能性があることが指摘されている。

最近実施された墳丘部の発掘調査で、東西の幅約80m、南北約45m以上の盛土で構築した巨大

な壇の上に、一辺が下段43m、中段35m、上段23mの3段構造で墳丘が築かれており、壇と墳丘

を合わせて高さ11mを測る国内でも最大級の大型方墳であることが確認されている。出土土器等
7）

から従来考えられてきた年代観よりもやや古い7世紀中頃の築造と考えられている。

横口式石榔内は徹底的に盗掘されていたため、原位置を保った遺物はないが、前室を中心に金

製小コイル状金具7個、金糸残欠10本、金銅金具残欠約30本、七宝飾銀製刀子飾金具2個、ガラ

ス管玉破片15片、ガラス丸玉破片5片、金象恢鉄刀片22片、緑粕陶製棺台片約100片、瓦器椀1

点、破片10片、寛永通宝銭10枚等多数の遺物が出土している。

この他に、塚廻古墳の棺材と推定される部材として、約500片以上の漆塗籠棺と爽貯棺の2種

類の漆塗製品の破片が出土している。

塚廻古墳から出土した漆塗籠棺破片・爽貯棺を巡る解釈については、調査担当者の北野耕平氏
8）

は下記のとおりの見解を示されている。

1．上城古墳（聖徳太子墓）　2．向山古墳（用明天皇陵）　　3．上ノ山古墳（孝徳天皇陵）
5．奥城古墳（敏達天皇陵）　6．山田高塚古墳（推古天皇陵）7．二子塚古墳
9．シシヨツカ古墳　　　　10．アカハゲ古墳　　11．塚廻古墳　　　12．烏谷口古墳

図71塚廻古墳周辺の古墳分布
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4．伽山古墳
8．白木古墳
13．兵家古墳



図72　壕廻古墳横口式石椰実測図（S＝1／80）

「被葬者の遺体を収めた特異な棺容器である。残念なことに盗掘に際してバラバラに粉砕され

たらしく、破片として発見された。大きな破片で10cm角にすぎず、小片も含めて500片以上ある。

破片から棺体の規模、形状を復原するのは困難であるが、本来は長方形箱形の相身であったと推

定できる。後述する線粕陶製棺台を漆塗籠棺が収納された外容器と考えた場合、内法が長さ182

cm、幅61cmあるので籠棺の平面の大きさはこれ以内、高さは40～50cm内外の規模を想定できよう。

漆塗籠棺とは終末期古墳の時期に畿内を中心として流行した漆製棺の一種である。他に乾漆

棺・爽貯棺・漆塗陶棺・漆塗石棺などがある。この種漆製棺は地域的には奈良県飛鳥・同西部・

大阪府南東部・同北部の阿武山に集中する。漆塗籠棺は内部に植物質の繊維を編みこんで箱状の

ものを作り、その表裏両面に厚く漆を塗り固めたもので、外面は黒褐色であるが、内面にはさら

に鮮やかな朱漆を塗って仕上げている。

基体となる編組品には幾つかの仕様があるようで、角山幸洋氏によると香芝市平野塚穴山古墳

出土の資料は「三ツ組」を基礎としたものとする考察がある。壕廻古墳の籠棺破片の外面が剥離

した例を見ると、太い撚紐を横に並べて緯とし、細い撚紐を交互に上下に通して経とした庸編の

ごとき基体であるが、細部の技法は今後の検討を待ちたい・・・。

この種漆塗籠棺の類例は奈良県香芝市平野塚穴山古墳の1例を除くと、現在までに判明してい

る3例の出土地は、ことごとく大阪府南東部の平石谷に集中している。すなわち、塚廻古墳・ア

カハゲ古墳・シシヨツカ古墳に限られているので、極めて使用者の限られた製品ということがで

きる・・・。
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漆塗籠棺は厚さ温cmに近く、要所に桟を配して棺体の強化を計っている。これに対して厚の。3cm

というごく薄い束好を漆塗した遺物がある。量的には籠棺と比べると少なもかつ細片であるが、

もげれも薄い平板状をなしていて屈折した角部を持たない。強いてこの用途を推測すると棺蓋と

して用いられたものであろう。木板の上に貼り付けて使用することも可能であるが、現存する束

貯酎こは木質の付着はない。いずれにしても棺体の一部にのみ爽絆の製品を用い、棺体自体は籠

の内外面に漆塗した容器であるとすると、奈良県明日香柑牽牛予塚古墳例の爽貯棺に比べると身

分差を思わせる砂　…。」

香芝帝二上山博物館が平成温4年に開催した第且8回特別展に伴って、漆塗籠棺と爽貯棺と推定さ
9）

れる2つの漆塗製品を詳細に観察したところ、新たに幾つかの知見を得ることができた。

まず、漆塗籠棺と推定される漆塗製品は、平均的に厚さは約旺m前後で、太別して、屈曲した

角を持たない平坦なものと、平坦面の一方に屈曲した角を持つものの2種類があることが識別で

き、平坦なものの中には、要所に桟を配して棺体の強化を計るためか、一方の面に幅約且。5cmの桟

状の突起部を設けるものがあることを醇確認することができた。

また海束貯棺と推定される漆塗製品は、漆塗籠棺に臆して厚さ的。激Ⅲと器壁が薄く、漆塗籠棺

と同様に、屈曲した角を持たない平坦なものと、平坦面の一方に屈曲した角を持つものの2者が

あることが識別でき、さらに、これ以夕をにも僅か且例であるが、棺の端部（縁辺部）と推定され

る部樹も認められた。

漆塗籠棺と爽貯棺とも明確な形状や規

模は不明であるが、これらの部材が組み

合わさって長方形の棺状の形状を成して

いたことが推察できる。

2者の漆塗棺の中でも、器体の厚い漆

塗籠棺が相身とすると、物理的に器体の

薄い爽貯棺は棺蓋として使用されていた

ものと推定される。

菱川のとおり、このような7世紀代の

飛鳥時代の古墳から出土する漆塗棺は海

奈良県や大阪府を中心に全国で約割例が
10）

確認されている。

一基の古墳の石室内から出土する漆塗

棺樹は、基本的に且種類のみであり、漆

塗棺の中でも漆塗籠棺の爽貯棺等の2種

類の複数の漆塗棺を一対として使用する

例は、全国的に見ても同じ二上山麓に位
11）

置する平野古墳群中の平野塚穴山古墳と

塚廻古墳の　例以外には類例は見られ

ず、両者は棺材の構成◎使用方法につい

て何らかの関連性が予測される。

喪瑠◎　園内の漆塗棺…覧

i 種 類 古　 墳　 名 時　 期 所　 在　 地

爽貯棺

大武・持統陵古墳

（野日工堪古墳）

奈良県高市郡明日香付

牽牛子塚古墳 7 世紀末 奈良県高市郡明日香村

平野壕穴山古墳 7 世紀中～後半 奈良県香芝市

聖徳太子墓

（叡福守北古墳）

7 世紀前半 大阪府南河内郡太子町

塚廻古墳 7世紀中頃 大阪府南河内郡河南町

阿武山古墳 7世紀後半 大阪府高槻市

八幡山古墳 7世紀中～後半 埼玉県行田市

安福寺蔵品 大阪府相原市

漆塗木棺

体芯漆塗可

i

i

i

石のカラト古墳 7 世紀後半 奈良県奈良市山陵町

高松塚古墳 7 世紀末 奈良県高市郡明日香村

マルコ山古墳 7 世紀末 奈良県高市郡明日香村

束明神古墳 7 世紀末 奈良県高市郡高取町

御嶺山古墳 7 世紀後半 大阪府南河内郡太子町

初田2 号墳 7世紀末 大阪府茨木市

岩内 1号墳 7世紀後半 和歌山県御坊市

八幡山古墳 7 世紀中～後半 埼玉県行田市

i

漆塗可

！

平野塚穴山古墳 7 世紀後半 奈良県香芝市

アカハゲ古墳 7 世紀中頃？ 大阪府南河内郡河南町

塚廻古墳 7 世紀中頃 大阪府南河内郡河南町

シシヨツカ古墳 6 世紀後半 大阪府南河内部河南町

漆塗陶柁 御坊山3 号墳 7世紀前～中葉 奈良県生駒郡斑鳩町

漆塗石棺 菖蒲池古墳 7世紀前半 奈良県檀原市
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主義甘士一：．妾鮎舟鶴宰二　いこごt）∴＿♪主∴r‘
12）

塚発音噴出丑の線聴陶棺については、北野耕平民は下記のとおりの見解を示されている。

「長さ約且。9m、幅約72cm、高さ別cmの長方形の平たい受缶状をした丑製品である。厚さは底面

が約。翫Ⅲ、側面は垂直に立ち上がって上線は摩さ　せ艶mとなる…。製作にあたって底部に刻線に

よる割付けを行い、支肺を一時的に接合していることが判明した。陶製棺海の胎土は淡褐色の粘

土を硬質に焼成したもので、焼成後表面を磨研調整した後、線粕を施して再度低火度で焼成して

折る。線劫は内面の四壁と底部上面、および外側癖に施している。緑粕は、ほとんどが淡音色を

皇する薄さであるが、内壁の下方は粕薬が厚く潜ったため濃い緑色を墨する。底面の下側には施

寒由はない。底面には長辺に平行して四本、短辺には七本の割付けした直線が碁盤目状に部分的に

残、その間隔は約割cmある。この直交する部分には、直径8cm内外の粘土製の開櫨を貼付けて

いた圧痕がある。圧痕からみると摘櫨は中実で管状をしていない。おそらく焼成にあたって棺海

底部を窯体の床面に直接据えずに計28本の支肺で支えて、焼成後部を切断したものとみられる。

施粕の陶製棺海は奥室中央に据えられ鴇　内部に漆塗籠棺を安置したのであろう。本来籠棺は器胎

が薄いため、それを保護する受海として焼成された　のである。棺台の据え方としては内部の

四面を下にして、缶状においてその上に漆塗籠棺を載せる方法が考えられる。しかし、本古墳の

場合、施寒由は内部の凹面にもあって底面の下側には線寒由を認めないので海　相海は受海としての機

能を有したと判断した。」

平成摘年に開催した香芝市二上山博物館第温8回特別展に伴って、改めて線寒由陶棺の器体豪商の
13）

採拓を行い、平面図と断面図の実測図癖を作成するなど詳細に観察する機会を得た（囲関）。

規模や形態的な特徴は、上記の通りであり、調整は、内外商とも全体的に原体幅約航Ⅲの比較

的丁寧なパケ調整が施されている。

線劫が施されているとい　こと以外に注目すべきこととしては、緑粕陶棺の底部豪商の数箇所

にみられる脚の剥離痕があげられる。この剥離痕を詳雁に観察すると、幅2皿の線刻があり、そ
14）

の交点に直径8cm、内径5cmの都南が貼　付けられている。脚は、調整の状況から緑粕陶棺底部

外面のパケ調整を施した後に設置されており、また、接合の方法も脚の基部を粘土で完全に塗り

固めて貼り付けるのではなく、一時的に仮に貼り付けられたような状況を呈している。

したがって、肺は、横田式石廓の奥室内に棺を収納する際に高さの間道で収納で　ないことな

どの不具合が生じたために線聴陶棺本体から外されたのではな、もともと、線粕陶棺の焼成の

ためだけに付けられたものと解釈できる。

また、今回の実測図作成に伴って線寒由陶棺を詳細に観察したところ海　底部内面の数カ所にわた

って漆塗籠棺と推定される漆状の塗膜痕が付着しているのを確認することができた。

漆状の塗膜痕は、全面的に付着しているのではな、比較的、線聴陶棺の側板の基部（立ち上

がり部）に沿って数カ所に部分的に遺存している。とくに、底部内面に直行して付着する漆膜痕

は鴇　漆塗籠棺の桟部の幅とほぼ等しいことから、長年にわたって線穂陶棺の中に安置されていた

漆塗籠棺の桟部の痕跡と推定される。塗膜痕は上線聴陶棺の内側から数細瀾隔を空けて余裕を持

って付着しているのではなく海　比較的、側板基部に沿って付着していることから、漆塗籠棺は、

ほぼ、緑寒由陶棺の形状◎規模と近似している可能性が強く、本来の太きさば線粕陶棺の規模から

数cm程度短い太きさになる　のと推定される。
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線聴陶棺に付着していた塗膜痕が漆塗籠棺と閣一の成分の漆であるとするならば∴教翫通航

緑寒由陶棺の中に束貯棺を相違として漆塗籠棺を相身とする2種を一対とする漆塗棺が収納されて

いたことを示す重要な証拠になるものと思われるが鴇　芸の点は、今後、将来の科学的分析による

研究成果の進展に委ねたい。

摘　平野　考噴出豊橋の受台に肇齢嘗

平野　号墳出土棺の受台については、第Ⅳ車3　律　で詳述しているので、ここでは、要点の
15）

み再録することとする。

棺の受海の破縮ま、一辺に側面を持ち淘　監字形を里するものと、一方の端部が面取りされたも

のの　者に分けられ、これらの破片を繋ぎ合わせると、三辺は側面を持ち、一辺は側面を持たず

に端面を持つ49。5cmX詔cmの太　なひとまとま　の部樹を復元することができた（以下、第且区

と呼ぶ）（図53◎74、写真64、図版8　◎糾。棺の受海は淘第　区のよ　なまとまりを一単位とし

て、3つの単位魯部材を組み合わせて構成されていたものと考えられる。

棺の受台は、欠失した部位　あるため、完全に復元で　た訳ではな齢が、規格が判明した第且

区や面取りした端商を持つ側面の部材等を元に復元すると、第温区は長さ49。5cm、幅7艶Ⅲ海　第2

メ王∴．圭′、言∵・㌧∴圭、二　∴、二メ劇，こき、）、言上・・：、㍉′・㍉∵こデ∴∴　ハ′′・こ上し∴工，言一、∴言言　的

且84cm前後、幅（短辺）約72cm前後、内法の高さ約8cm、外法の高さ約。艶Ⅲ、長短両側辺厚さ約

も～。艶Ⅲ、底板厚さ約。～。艶Ⅲの長方形の浅折箱形を墨する丑製品に復元で　る　図5　の掴、

写真64、図版83）。

全体的に赤褐色の土師質を墨する精良品で、調整手法は底面及び長短両側辺の内面は全体的に

ハケやナデ調整が施され、長短両側辺の外面には幾重にも丁寧なヘラ磨きを施して光沢感を増し

ている。いっぼ私儀部外薗　裏面）と推定される商は全体的にヘラケズリが施されているもの

の、部分的に成形時の布目庄痕を残すなど未調整の箇所を多く残しており、部分的に表面には見

られない焼成時の異姓がみられる（図版84）。この未調整を多く残す面が嵐臥すなわち、棺由

の上（表）面と解釈することも不自然であることから、凹状の盆状を皇する浅い箱型の土製品と

して認識するに至った。
16）

棺の受由と共に出土した噂は、製作◎技法的にも色調や焼成状況等が極めて類似しており、ま

た、規格や形状も密接な関わりがあることから、何らかの規格にもとづいて作られている可能性

が強く、両者はともに棺を安置するための棺由を構成する部材として共通の製作工太により計画

的に製作されたものと考えられる。

平野2号墳棺の受台は、前述した大阪府壌避雷境線寒由陶棺に見られるような漆塗籠棺の漆膜痕

跡等は付着していなかったが、噂と棺の受台の具体的な使用用途としては、棺の受台が玄室中央

部に構築された棺由基礎と同等の規模に復元することができたことや塚廻古墳線寒由陶棺の使用例

から、玄室の床面中央部に構築された棺台基礎の上面に噂を敷き、この上に棺の受台を木棺等の

棺を収納するための外容器として安置されていたものと推定される。

具体的な噂の使用枚数については、規模が判明している長辺購～鮮cmx短辺2且～24cmのA類

の噂を基準にすると、棺の受台の表面積を敷設するには、綻4枚×桟3～4枚で合計的鼠～蟻枚

程度の噂が必要となり、数種類の規格の噂が棺の受台の規模や形状に合うように敷設されていた

ものと推定される。
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ノ、　＿言ノ、、三二リー＿言∴一・、、三；∴

表且は、塚廻古墳線粕陶棺と平野　号墳棺の受台、そして、並製棺台の参考資料として奈良県
17）

生駒都斑鳩町竜田御坊山3号墳出土陶棺の規模等をまとめた一覧表である。規模的にみると、壕

廻古墳緑寒由陶棺と平野2号墳棺の受由の両者とも長辺温84～温9のcm（推定復元）、短辺約72cmとほ

ぼ同等の規模に復元できる。器体の厚さは、平野　号墳棺の受台に放して壕廻古墳枢機陶棺が約

且cm程度厚く、また、内面の高さは約mcm高い。構造的には塚廻古墳緑寒由陶棺は、器体は均一的

に一括成形されているのに対して、平野　号墳棺の受缶は3分割に分割して別々に成形の焼成さ

れているせいか淘　分割区域によ　数mm程度器体の厚さ　微妙に異なる。

調整技法からみると、塚廻古墳線劫陶棺は、内外面と餌軽的丁寧なハケ調整が施されており、

線寒由陶棺の表面にあたる内面に限って線寒由が施されている。平野2号墳棺の受由は、内面はハケ

調整海　側海外面には丁寧なヘラ磨きが施されているが、底部外面は全体的に粗いヘラグズリのみ

で一部に成形時の布目庄痕を残す箇所もみられる。両者とも製作技法的には海　底部縁に板状に整

－ノ・／ノ　′　　′：・′、予．∴　′′∵項目　∴㌦．′主∴、・・ニニ　ご′‘∴－∴：17　・∴、十二：・ノ′、こ　こノ、‾・∴　ノ丁：′ゝ・′′′：ノ、言t・

′　∴　ノ′上　．′．て∴′．昌　こ／∴′ノ＼言、l，言行ごノ∴・1′、し、こ：1ノ、、、．メ′、吉′！．J′了つノ　く　　ノヘ言・・・

登の箇所を多　残し等折るとい　共通点があげられる。

また、平野2号墳棺の受海は、3分割成形であるために棺海の中に多少水分が耐水したとして

僅かに空新た分割区域の隙間から自然に排水することが紺能と思われるが主塔避雷境線粕陶棺

は一体成形であるため、水振乱がなければ着室内の棺台の内部に薄氷した水分を排水することは

難し、両者共通の構造上の間題意として海　土製の棺海は、腐　やすい有機質の棺　柩）を保護

するための防湿の目的　兼ねて設置されているに　関わらず、多湿で水気の高齢環境下にある石

室内から湧き出ず水分を除去するための水抜き孔等の排水装置がなも　防湿性に問題があること

が指摘できる。

両者の土製の棺海の帰属時期につ齢ては、最近の塚廻古墳の墳丘の調査で、従来の年代観を遜

る7世紀中頃の築造とする見解が示されたことから、平野2号壇とあま　時期的な隔た　がない

紺能性も考えられる。両者の前後関係について、現段階で断定はで　ないが、素焼の3分割成形

の平野2号墳棺の受海に比して、壕廻古墳縁聴陶棺は、一体成形で当時としては高度な縁寒由が施
18）

されていることなどの製作技術的な要素から後出的で新しい印象を受ける。

湊醐　噂選者囁緑職陶確度平野　考囁確の受命の法量等…覧

古墳の名称

埋葬施設の規模 棺の受台・陶棺 の法量 〔cm〕
成形技法

I と構造

焼成 備考。内法 〔cm〕 ＜　 ＞値は復元値を、（　 ）値は内法値を表す

長辺 短辺 高さ 長辺 短辺 高 さ 底面厚 側面厚

平野 2 号墳

棺の受台

380　　250 220 ＜184＞ ＜72 ＞ 9．8

（8 ）

1．2 1．2
～
2．2

三分割成形 素焼

土師質

棺台下位

に噂を敷く

塚廻古墳

緑軸陶棺

240　 132 132 ＜190 ＞ 72 2 1 2．7
～
3

2．3
～
ヱ7

一体成形 練辛由 棺台下位

に樽を敷く

竜旧御坊 山 225　　 71 52 157 43．2
～

25 1 体成形 須恵質 人骨有

3 号墳

陶棺 （身部）

（146） 47．8

（34～36）

（20） 窯漆塗 身長

160日u
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図73　塚廻古墳緑粕陶棺実測図
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写真63　塚廻古墳緑軸陶棺全容（東京国立博物館蔵）
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平野2号墳棺の受海の具体的な使用用途としてほ、前述したとおり、玄室床面中央部に構築さ

れた棺台基礎（土壌）の上面に高さを調節するために平板状に成形した噂を敷き、噂の上に棺の

受海を外容器として置いて棺の受台の中に木棺等の有機質の棺を安置していた　のと推定される

（図75）。

壕廻古墳線寒由陶棺の具体的な使用方法としては、前述したとおり、北野餅平民は、漆塗籠棺と

爽貯棺の2種類の漆塗棺を組み合わせて一対で構成された漆塗棺の外容器（棺畜）として奥室内
19）

の中央部に安置されたものと推定されている。

平野2号壇と棺海の構成方法を比較した場合、塚廻古墳には噂等の線寒由陶棺の棺敷に相当する

部材がみられないが、北野蹄平民は、塚廻古墳の奥室床面には榛原石が多数散乱しており㌦　音数室

床面にも樽状の方形に加工された榛原石の切石が　垂に敷いて樽として使用されていた形跡がみ

られることから　写真礪上　樽状の方形に加工した榛原石が緑聴陶棺の棺数として使用されてい
20）

た可能性を指摘している　因循）。壕廻古墳と同じ平石古墳群に位置するアカハゲ古墳では横田

式石廓の奥室床面中央部に長方形の楯状の太きさで漆喰が付着しており　写真磁淘　方形に加工

された榛原石の切石数枚を重ねて漆喰で固めて棺由として齢た紺能性が考えられる這とかちみて

も樽として榛原石の切石が塚廻古墳の線寒由陶棺の楷敷として優用されていた可能性は充分考えら
21）

れる。

上記のことから淘　壕廻古墳緑聴陶棺や平野　号墳棺の受海の　者は海　と縮こ土製の楷海の柁数

として一定の規格に加工した土製の噂や模噂石等のいずれか2者を組み合わせて構成されてお

′　ノ＼ハ．J＼′、子、’整　　二ノ．／∴豆・′ノン、言上頼′．　ノ∴之，／こ．／、㌦／、ノ′十ノ摘こ　い、、の　ノ二、3、＿ノ・．′十、＿、、

たものと推定される。

これらの二上山麓の2着の土製楷海の偽、7世紀中頃以降、棺に漆を塗布した太陛由来の漆塗

棺とい　新しい棺材の出現◎流行に伴って石室　埋葬施設　内に何らかの形で柁海を構築⑳設置

した古墳が多々みられる。一度置けば持ち運びがで　ない石棺に対して漆塗棺は持ち運ぶことが

可能であり、単に棺の材質が変化したとい　ことのみならず、そこには葬送観念◎葬送儀礼の変
22）

化が生じていたことがうかがえる。

太阪府の事例として、土製の噂を棺海として使用するものとしては、被葬者像として藤原鎌足
23）

の墓とする説がある摂津の大阪府高槻市阿武山古墳では爽貯棺の棺由として石廓内に噂を重ね合

わせて構築した棺台を備えており、大阪府茨木市初田且号壇でも漆塗棺の棺海として噂を重ね合
24）

わせて構築した棺台を備えている。

石製品を棺台として使用するものとしては、大阪府南河内郡太子町御領山古墳では、漆塗棺の
25）

柁台として側面に格狭間を彫刻した凝灰岩製の棺由を備えている。埋葬当初のものか否かは不明

であるが、二上山麓西側の磯長谷に位置する大阪府南河内郡太子町聖徳太子墓では爽貯棺の棺由
26）

として2基の石製の棺台の存在を伝えている。

奈良県内の事例として、平野2号境と同じ平野古墳群に位置する平野壕穴山古墳では、横田武

石廓の石廓内に「工」状を呈する2cmの段差（高まり）があり、この段差を単に石室材の重みで
27）

沈下したと解釈する見解の偽に、漆塗籠棺と爽貯棺の漆塗棺の棺台とみる説もある。
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図75　平野2号墳棺の埋葬形態想像図

図76　塚廻古墳棺の埋葬形態想像図
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28）

多くの皇族級の墳墓が集中する飛鳥地域では、明日香村牽牛子塚古墳に凝灰岩到抜式の横目式

石廓に爽貯棺に伴う棺台が設置されており、明日香相乗明神古墳では漆塗木棺の棺台として木製
29）

の棺台が想定されている。また、文献史料の記録のみで実態は不明であるが、明日香村天武e持

続天皇陵（野口王墓）でも天武天皇を埋葬した爽貯棺の棺台として側面に格狭間を刻んだ棺台の

存在が伝えられており、持統天皇の火葬骨を納骨した蔵骨器の棺台として側面に格狭間を彫刻し
30）

た金銅製棺台の存在を伝えている。

これらの棺台は、ただ棺を置くための台としてではなく、漆塗棺の出現◎盛行に伴って腐りや

すい有機質の漆塗棺を床面の湿気等から保護することや時には見せる棺として棺を安置する空間

を清浄に、そして、荘厳に演出するための視覚的な効果も兼ね備えていたものと思われる。

塚廻古墳緩和陶棺や平野2号墳棺の受台の2着の土製棺台も漆塗棺の盛行に伴って、飛鳥時代に

創出された数種の棺台の中の一形態と考えられるが、このような土製の棺台は、全国的にみても

ともに二上山麓の両古墳から出土した2例以夕机こ類例はみられない。

これらの土製棺台の系譜として、古墳時代の陶棺から派生する国内での自生発生的な見方と、

飛鳥時代の墓制に大きな影響を及ぼした朝鮮半島の墓制等外来的な影響からの系譜を考える見方

の2着が想定される。

衷12　適儲魂方の棺台を拓つ終束則古貰－1覧

番号 古墳の名称 石室の種別 棺の種別 棺台の材質 棺台とする根拠 文献

1
平野 2号墳 横穴式石室 木棺 ？ 土製 （棺の受台） 現物遺存 本報告書

（奈良県香芝市） 噂 復元推定

2
御領山古墳

（大阪府南河内郡太子町）

横目式石榔 漆塗木棺 凝灰岩製

格狭間を刻む

原位置で現物遺存 註25

3
阿武山古墳

（大阪府茨木市）

横目式石榔 爽貯棺 噂

漆喰で固める

原位置で現物遺存 註23

4
初田 1 号墳 横穴式石室 噂 噂 現物道春 註24

（大阪府高槻市） 噂を重ねて構築 復元推定

5
牽牛子塚古墳

（奈良県高市郡明日香村）

横目式石榔 爽紆棺 凝灰岩製 2基

石室と一体

原位置で現物道春 註28

6
塚廻古墳 横目式石榔 漆塗籠棺 土製 （緑粕陶棺） 現物遺存 註 2

（大阪府南河内郡河南町） 爽貯棺 榛原石 復元推定 註 6

7
アカハゲ古墳 横目式石榔 漆塗籠棺 榛原石 痕跡遺存 註 4

（大阪府南河内郡河南町） 爽貯棺 漆喰で固める 復元推定 註 6

8
平野塚穴山古墳 横目式石榔 漆塗籠棺 凝灰岩製 調査担当 註11

（奈良県香芝市） 爽貯棺 石室と一体 者の見解

9
束明神古墳

（奈良県高市郡明日香村）

横目式石榔 漆塗木棺 木製 調査担当

者の見解

註29

10
聖徳太子墓 （上城古墳）

（大阪府南河内郡太子町）

横穴式石室 爽紆棺 石製

3基の棺台

右の文献 註26

11
天武 e持統天皇陵

（野口王墓）

（奈良県高市郡明日香村）

横口式石榔 爽貯棺 金銅製 ？

格狭間を刻む

右の文献 註30
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棺台の系譜については、直接的な関係はないものと考えられるが、時期や地域を無視すると形

態的に類似するものとして、古墳時代前期末の福岡県福岡市鋤崎古墳の陶棺があげられる。この

陶棺は、箱式石棺を模したものと推定されており、側面のみで底面を持たずに一緒に出土した平
31）

板状土製品と組み合わせて使用したものと推定されているが、これ以外に類例はなく、祖型と考

えることは難しい。

また、同じ7世紀代の事例として、聖徳太子墓では聖徳太子と妃の膳女郎の遺骸を安置したと

伝える2基の石製棺台の他に、間入皇后を埋葬した棺材として上面を浅く到り抜いた受皿状を墨
32）

するl基の石棺が報告されている。事実であれば、同じ二上山麓の終末期古墳の類例として平野

2号墳棺の受台に先行することから棺の受台の祖型候補となり得るが、この棺台については、上

野勝己氏のように中世の太子信仰の興隆にともなって生じた三骨一癖思想の普及にともなって石

室内が徐々に改変された際に造作◎配置されたものであり、石製の棺台を中世に行われた後世の

造作とする懐疑的な説をとる見解も ヽ

の
h
‖
ノ

3

あ 現在までのところ決定的な根拠がない限りその関連性

を解明することは難しい。

棺の受台を陶棺からの系譜◎派生を考えた場合、形態的に最も類似するものとしては、竜田御
34）

坊山古墳の須恵質の陶棺があげられる（図77）。陶棺は、当時流行していた漆塗棺の影響を受け

たものであろうか、須恵質の陶棺の表面に漆が塗布されており、通常の陶棺に比して身部の高さ

や裏面の脚部が低く、陶棺が退化した末期の様式を残すものである。おそらく、狭い横日式石廓

に納まるようにこのような小規模な陶棺が作られたのものと推定される。帰属時期については、

報告書では7世紀後半とするが、陶棺内から出土した中国製の緑聴視から7世紀前半から7世紀
35）

中頃とみる説もある。

0　　　　　　　　　　　　　50cm

』ri r「　　1

図7ア　竜田御坊由3号墳陶棺の身部（S雲瑠／2⑳）（註醐文献よ柑一部改変）
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壕廻古墳線粕陶相身部の裏面には、前述したとおり、古墳時代の陶棺に一般的にみられる脚部

を貼り付けた円形の剥離痕跡があることや表11のとおり、竜田御坊山3号墳陶棺の身部の深さが

塚廻古墳緑粕陶相身部の深さに近いことから、現段階ではこの種の棺台は、陶棺からの系譜・派

生を考えることが最も自然な解釈であるものと思われるが、塚廻古墳緑粕陶棺とほぼ同時期と推

定される平野2号墳棺の受台には脚部を貼り付けた痕跡が全くなく、塚廻古墳よりもさらに身部

の深さが浅いため、両者の直接的な系譜を解明することは難しい。

図78　陵山里東下塚古墳（註36d文献より一部改変）

Pq
14＿3－

C．C′

写真67　陵山里東下塚古墳石室床面の痛と棺台（北野耕平氏撮影・提供）
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棺の受海を日本国外の朝鮮半島の墓制からの系譜の派生を考える場合、現在までのところ、朝

鮮半島では棺の受台と同様の形状を成すものはみられないが、朝鮮半島南部の百済の陵山里古墳

群や宋山里古墳群では、石室内の床面に方形に加工した土製の噂や石製の樽をはじめ飯石等の切

石状の工作物を敷設して楷台を構築する古墳が多々見られる。噂や樽等を敷設して棺台を構築す

る古墳として、陵山里乗下塚古墳や宋山里第　⑳　◎罰音域、熊津洞古墳等があげられ、夜着等

の切石状の工作物を設置して棺台を構築する古墳として、陵山里東上塚古墳、陵山里中上壕謝臥
36）

造山太王墓等があげられる。

このうち、百済の王陵と推定されている陵山里東下塚古墳では、床面全面に樽を一重～二重に

敷き詰めてお、石廓中央部に設けられた棺畜　樽で構築されている。因循や写真酢から棺海の

構築方法を観察すると言樽を数枚重ねて棺台を構築するのではなく、楷海の高まりとずる部位に

のみ樽の側面を縦位に配して長方形状の外枠を作り、この外枠の嫁に沿って樽で蓬をして棺台を
37）

構築している。棺の受海と道の構造になるが、この樽で構築された長方形状の枠に底板を柳すれ

ば棺の受海と形状が似たものとなり、想像をたくましくすれば棺の受海の凝型候補の一つと考え

・′弓　く　く「、／！、ノミ

平野2号境では淘直接的に朝鮮半島の墓制と何らかの関連性を捲り考古学的資柳見られな齢

が、同じ古墳群に属する平野壕穴山古墳の石室構造は海直接的に陵山里東署塚古墳の石室構造を
38）

模した　のと考えられてお、石室構築に際して朝鮮半島の墓制との関わ　が想定されている。

私は、南河内地域の終末期古墳に多い噂や樽等の方形状に加工した切石状の工作物を楷由とす

′　′子言二のノ『．㍉J、らく∴、工、∴’∴．ノ、・、・∴∴ノ二・ご一∴／′．′、）1′ノミノ∴ジ㌦ノ、・ノノ上言′・・「′J′こ
39）

てお娠　間接的には平野　号壇の柁由として健用された噂や塚廻古墳の横田武石廓の前室床面に

敷設された棒状の榛原石の切石等について　朝鮮半島の墓制との影響◎接点があるものと推察し

ている。

2者の土製の棺の受海（棺台）は、国内で陶棺から自生的に創出されたのか、あるいは、朝鮮

半島の外来的な墓制の影響を受けて創出されたのか、現段階で合理的な解釈を導き出すことは難

しく、朝鮮半島を含めて今後の類例の増加を待ってあらためて検討したい。

摘ラ　ま濃め

塚廻古墳緑劫陶棺と平野　号墳棺の受由の実測成果をもとに全国的に　希少な　者の土製の棺

海（棺の受畜）について比較検討を行った。

塚廻古墳線劫陶棺については、実測作業過程の中で、肉眼観察ではあるが、漆塗籠棺と間質と

推定される塗膜痕が底面の内面に付着していることを確認することができ、従来からの予恩通航

出土した爽貯容器と漆塗籠の2種類の漆塗製品は棺材であ娠緑粕陶棺は、束貯棺を蓋として淘

漆塗籠棺を身とする且対で構成された漆塗棺の外容器（棺台）として使用されていたことを再認

識するに至った。また、平野2号墳棺の受海については、共伴した噂の規格から、噂と棺の受由

は、棺由を構成する部材として当初から計画的に製作◎使用されていた可能性があることを検証

することができた。

両者の土製棺缶は、規模の太赤等の若干の差異があるものの、形態や使用方法等は極めて類似

しており、棺を収納◎安置するための外容器◎棺台として使用されていたものと推定される。

とくに、平野2号壇の調査成果から埋葬施設内における土製の棺の受由と噂の使用例がほぼ解

－162－



明されたことにより、これまで北野耕平氏によって提唱されていた塚廻古墳の線粕陶棺を爽貯棺

と漆塗籠棺の2種一対で構成された棺台とする見解をより確実なものとする成果を導き出した意

義は大きい。

これらの土製の柁台は、7世紀代に偶発的に何の関わりもなく突如として創出されたとは考え

難く、終末期古墳の埋葬施設を構成する部材として、二上山麓の平野古墳群と平石古墳群との密

接な関連性を背景として、共通の埋葬観念のもとに製作ゆ使用されたものと考えられる。

この種の棺台の系譜については、古墳時代の陶棺に求められるのか、あるいは、全く別の系譜と

して、噂で構築した棺台等を多用する百済や新羅等の朝鮮半島南部の墓制⑳埋葬形態からの系譜

を持つものなのか、合理的な解釈を導き出すことはできなかったが、現状では資料不足であり、

今後、将来の研究成果の進展に委ねたい。
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